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都市再生整備計画　事後評価シート

富山市中心市街地地区

令和３年３月

富山県 富山市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 436 ha

交付期間 0.5

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

●

69,920人/日

21,625人

 １）事業の実施状況

　事業計画の見直しにより事業を削除する。

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、
実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した事業

　公園（城址公園、布瀬公園、牛島公園、稲荷公園、街区公園）、地域生活基盤施設（富山駅自由通路、まちなか公共サイン、屋内自転車駐車場取得）、高質空間形成施設（富山駅高架下壁面等）、中心拠点誘導施設（専
門学校）、市街地再開発事業（総曲輪三丁目地区）

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

　事業計画見直しにより追加する。

実施内容 実施状況

人 21,600人
平成26年
度末

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

　市内軌道（路面電車）の
　一日平均乗客数

人/日 令和2年度

　地域創造支援事業（富山市まちなか居住推進）については、関連
事業から提案事業への変更による。
　その他については、事業計画の見直しにより追加する。

目標
達成度

○

数　　値

－

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

21,600人
(現状維持)

　地域創造支援事業（富山市まちなか居住推進）については、都心地
区の居住人口に関係するが、指標及び数値目標は据え置く。
　その他については影響なし。

1年以内の
達成見込み

13,848人/日12,179人/日
平成26年
度

平成26年
度

63,900人/日
(現状維持)

令和2年度

　住宅系再開発事業等の推進による定住基盤の創出
と、歩道や側溝、街区公園等の整備による豊かな住
環境の形成が図られたことで、都心地区の居住人口
の維持に効果があった。

　市内電車環状化に係る道路整備等による公共交通
基盤の高質化や富山ライトレール軌道に係る道路の
拡幅整備をはじめ、まちなか公共サイン整備事業や
ベンチ整備事業、自転車駐車場取得事業等による公
共交通の利便性の向上と歩行者・自転車利用環境の
向上が図られ、市内軌道（路面電車）の利用者の増
加に効果があった。

　グランドプラザにおけるソフト事業の展開や城址公
園における魅力向上のための整備等により、賑わい
拠点の維持・活用が図られ、中心商店街地区の歩行
者通行量の維持に効果があったものと考えられる。

令和3年4月末

令和3年4月末○
令和2年度
末

令和3年8月末

○

13,280人/日
(約1割増)

指標３

　中心商店街地区及び
　富山駅周辺の
　歩行者通行量

人/日

指標1

63,900人/日

その他の
数値指標1

従前値

指　標

指標２

　都心地区の居住人口

　なし

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標

 ５）実施過程の評価

　トータルデザインによるまちなか公共サインの整備、まちなかベンチ整備事業、環状線沿線夜間景観ライトアップ事業等により、中心市街地における質の高い都市景観の形成、及び歩いてまちなかを回遊しやすい・回遊したくなる環境整備が進んだ。
　富山駅前広場と一体となった南北自由通路の整備・活用により、公共交通の利便性の更なる増進と、駅南北の一体的・連続的な新たな賑わい拠点の創出が進んだ。

交付期間
の変更

　－

新たに追加し
た事業

　道路（(都)富山ライトレール線、(都)牛島本町線）、地域生活基盤施設（中心市街
地自動二輪車駐車場、富山駅北口駅前広場案内サイン等）、高質空間形成施設
（まちなかベンチ、まちなかトイレ、富山駅北口駅前広場修景等）、市街地再開発事
業（中央通りD北地区）

　地域創造支援事業（富山市まちなか居住推進）、事業活用調査（都市構造の趨勢
を踏まえたコンパクトシティ政策検討、第3期都市再生整備計画事業事後評価、コ
ンパクトシティ実績データ集作成、路面電車の南北接続に伴う公共交通利用実態
調査）

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

　－ 　－

　影響なし。

　道路（(都)富山ライトレール線、(都)牛島本町線）、地域生活基盤施
設（中心市街地自動二輪車駐車場、富山駅北口駅前広場案内サイン
等）については、影響なし。
　高質空間形成施設（まちなかベンチ、まちなかトイレ、富山駅北口駅
前広場修景等）については、中心商店街及び富山駅周辺の歩行者通
行量に関係するが、指標及び数値目標は据え置く。
　市街地再開発事業（中央通りD北地区）については、都心地区の居
住人口に関係するが、指標及び数値目標は据え置く。

　引き続き都市利便増進協定や道路占用許可基準の特例の活用により、民間
活力を活用した地域の賑わいの創出と利便性・快適性の向上を図っていく。ま
た、より柔軟な官民連携の取組へと発展させていくことが期待される。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

　官民連携によるエリアマネジメントの推進体制の構築。

　今後も引き続き中心市街地における地域の人々の暮らしに溶け込んだ賑わ
いとコミュニケーションを創出する取組として活動の活性化を促進していく。

モニタリング
　中心商店街地区及び富山駅周辺の歩行者通行量について、毎年同
時期に調査を実施。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

　とやま まちなかマーケット「越中大手市場」の開催。
　富山市、大手モール振興会、地域、市民が協働で立ち上げた市民運
営の定期市。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

今後の対応方針等

　今後も引き続き中心市街地における歩行者数の調査を行い、賑わいの変化
に注視していく。なお、富山駅南北自由通路開通に伴う歩行者動線の変化に
応じた調査地点の見直しについて検討を行う。

フォローアップ
予定時期

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

数　　値目標値

なし

なし

6,512.5百万円

富山市中心市街地地区

交付対象事業費 国費率

地区名

事業名

　公園（稲荷公園）

　－

平成28年度～令和2年度 令和2年度事後評価実施時期

富山県 市町村名 富山市



様式２－２　地区の概要

単位：人/日 12,179 H26 13,280 R2 13,848 R2末

単位：人/日 63,900 H26 63,900 R2 69,920 R2末

単位：人 21,600 H26末 21,600 R2末 21,625 R2末

中心市街地地区（富山県富山市）　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値まちづくりの目標 目標を定量化する指標

　中心商店街地区及び富山駅周辺の歩行者通行量

　市内軌道（路面電車）の一日平均乗客数

　都心地区の居住人口

　目標－１ “車がなくても移動しやすい街”の形成
　目標－２ “人や文化、産業が交流する街”の形成
　目標－３ “住みたい・住み続けたい街”の形成

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

［効果を持続させるために行う方策］
①公共交通の利便性を高める基盤整備の推進
　引き続き、公共交通のアクセス性を高める都市計画道路等の基盤整備を推進する。　また、富山駅北口駅前広場の修景整備等により交通結節機能の強化を図る。
②賑わい拠点、観光・交流拠点の維持・充実
　引き続き、グランドプラザ及び周辺においては、ソフト事業の展開や都市利便増進協定等により、賑わい拠点として維持・向上を図る。
　城址公園においては、公園全体として統一感のある歴史的景観と明るく開放的な空間の整備により、さらなる求心力・集客力の増進を図る。
③多様なニーズに応える住宅ストックの形成、住宅供給の推進
　引き続き、住宅系再開発事業の推進により、良質な定住基盤の創出を図る。　また、事業者や住民に対して定住化を促進するためのソフト的な支援を実施する。
［改善策］
①地区の魅力を更に高める歩行者環境の向上
　歩行者が安心して快適に歩くことができ、地区の魅力に触れ・楽しみやすいウォーカブル空間の形成を図る。
②新たな賑わい拠点の創出と地域全体への賑わい空間の拡充、地域住民の交流促進
再開発事業等によるスポット的な賑わい拠点の連携を促進し、地域全体への賑わい空間の拡充を図る。　また、地域住民の交流を促進する交流拠点の整備を推進する。
③多様なニーズに応える都市構造の検討
　空き地や空き家、市街地の低密度化などの諸課題への対応を進めるため、今後の都市構造の変化を踏まえた市街地のあり方について検討を進める。

まちの課題の変化

［●来街者の増加： ①公共交通の地区内における利便性向上、 ②公共交通の地区外からのアクセス性向上、 ③歩行者・自転車によるアクセス性・回遊性の向上］
　公共交通や歩行者の利便性・快適性を高めていくため、良質な都市景観の形成を図っていく必要がある。
［●賑わいの維持・魅力創出： ①賑わい拠点・文化資源の積極的な活用、 ②観光・交流機能の強化、 ③賑わい創出効果の地域商業への波及］
　地区全体の賑わいを底上げするため、再開発事業によるスポット的な賑わいを周辺に広める取組が必要である。
　地区全体での賑わい、人の交流を促進していくため、商業、観光、文化等各拠点との連携、健康・医療・福祉施策との連携を高めながら、歩きたくなる都市空間の整備が必要である。
［●人口の定着化： ①多様なニーズに対応できる住宅の整備促進、 ②住民の憩いの場の拡充、 ③安全で快適な歩行空間の確保］
　都市機能の集積を更に促進していくため、民間によるまちづくり活動の活性化を図っていく必要がある。
　地域が主体となったまちづくり活動を促進し、地域コミュニティや地域経済の活性化につなげていく必要がある。

目標値 評価値

（都）富山ライトレール線

総曲輪三丁目地区第一
種市街地再開発事業

富山駅高架下壁面等整備事業

富山駅自由通路整備事業

城址公園整備事業

専門学校整備事業


